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広
報
う
ち
な
だ
で
は
先
月
か
ら
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
生
活
環
境
の
問
題

を
考
え
て
い
く
た
め
に
環
境
問
題
の

特
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
月
は

み
な
さ
ん
の
台
所
に
直
結
し
て
い
る

問
題
、
ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
。

生
ゴ
ミ
、燃
え
る
ゴ
ミ
、

不
燃
物
、
危
険
物
・・・・・・。
一
般
の
ご

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
で
一
番
多
い
の

が
や
は
り
紙
く
ず
な
ど
の
燃
え
る
ゴ

ミ
と
生
ゴ
ミ
で
す
。
現
在
、
内
灘
町

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
の
お
宅
か

ら
年
間
で
ど
れ
だ
け
の
量
の
ゴ
ミ
が

出
て
い
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

内
灘
町
が
年
間
で
出
す
燃
え
る
ゴ

ミ
の
総
量
は
約
七
千
ト
ン
。
町
民
一

人
あ
た
り
二
六
七
キ
ロ
も
の
ゴ
ミ
を

一
年
間
で
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
内
灘
町
が
年
間
で
出
す
燃

え
な
い
ゴ
ミ
の
総
量
は
三
七
四
ト

ン
。
町
民
一
人
あ
た
り
一
四
キ
ロ
の

ゴ
ミ
を
一
年
間
で
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
量
の
ゴ

ミ
を
燃
や
し
た
り
、
埋
め
た
て
た
り

し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
物
を
作
る

た
め
に
、
自
然
界
か
ら

多
量
の
原
材
料
が
伐
採
さ
れ
た
り
採

掘
さ
れ
た
り
し
て
、
資
源
の
枯
渇
を

招
い
て
い
ま
す
。

で
す
が
近
年
で
は
内
灘
町
で
も
多

く
の
人
達
が
、
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減

ら
そ
う
と
工
夫
、
努
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
商
店
で
物
を
購
入
す
る
際
に
過

剰
包
装
を
断
る
、
使
い
捨
て
の
製
品

は
買
わ
な
い
、
二
度
三
度
使
え
る
も

の
は
使
う
・・・・・・
等
々
。

こ
の
四
月
か
ら
電
気
式

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
購
入

さ
れ
た
方
に
対
し
、
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
家
庭

な
ど
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
自
家
処
理

を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
内

灘
町
に
お
い
て
は
助
成
の
申
請
は
す

で
に
三
十
件
を
越
し
て
お
り
、
ゴ
ミ

減
量
へ
の
み
な
さ
ん
の
関
心
が
予
想

以
上
に
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
電
気
式
生
ゴ
ミ
処

理
機
を
実
際
に
利
用
さ

れ
た
町
民
の
方
か
ら
、
感
想
や
利
用

後
の
ゴ
ミ
の
量
が
ど
う
な
っ
た
か
な

ど
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

電
気
式
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
助

成
の
申
請
は
役
場
一
階
の
町
民
生
活

課
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
請
を
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～ 今、なぜ環境　　　問題なのか？ ～�　　問題なのか？ ～�

「宇宙船地球号の行き先」��

2000.8.5.（2）

澁
谷
さ
ん
は
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
助
成

の
、
内
灘
町
で
第
一
号
の
申
請
者
で
す
。

「
昨
年
、
連
合
婦
人
会
で
ミ
ニ
議
会
を
開
催
し
た

折
に
自
分
か
ら
こ
の
助
成
に
つ
い
て
町
当
局
に
提
案

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
真
っ
先
に
申

請
し
ま
し
た
。
町
婦
人
会
と
し
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
や
分
別
収
集
を
し
て
ゴ

ミ
の
減
量
を
推
進
し
て
い
ま
す
し

ね
。
実
際
に
処
理
機
を
利
用
し
て
み

て
驚
く
ほ
ど
ゴ
ミ
が
減
り
ま
し
た
！

今
ま
で
の
量
の
半
分
く
ら
い
で
す
。

で
き
あ
が
っ
た
肥
料
は
庭
木
に
与

え
、
あ
ま
っ
た
分
は
街
路
樹
や
遊
歩

道
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
よ
」

　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集

�澁谷さん
（鶴ヶ丘1丁目）

「
今
ま
で
、
コ

ン
ポ
ス
ト
と
か
ぼ

か
し
と
か
、
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
み
た

こ
と
は
あ
る
ん
で

す
よ
。
で
も
ど
れ
も
臭
い
が
強
か
っ
た
り
、
手
入
れ
が
面
倒
く
さ
く
て
、

な
か
な
か
続
か
な
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
今
回
電
気
式
の
も
の
を
使
っ
て

み
た
ら
、
便
利
だ
し
、
簡
単
だ
し
、
使
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

今
ま
で
ゴ
ミ
を
カ
ラ
ス
が
突
つ
い
て
、
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
て
ま
し
た
け

ど
、
こ
の
処
理
機
を
使
っ
て
生
ゴ
ミ
を
処
理
し
た
ら
、
ゴ
ミ
出
し
の
日
に

出
す
ゴ
ミ
の
中
身
は
紙
く
ず
と
か
そ
ん
な
も
の
だ
け
で
し
ょ
？
カ
ラ
ス
も

こ
な
く
な
っ
て
、
助
か
っ
て
ま
す
わ
。」

�本多さん
（緑台2丁目）

特
　
　
　
集

実
際
に
使
っ
て
み
て
・・・・・・

量（ｔ）

津幡町 6,834
高松町 2,507
七塚町 2,582
宇ノ気町 2,493
内灘町 6,998

計 21,414

津幡町 580
高松町 272
七塚町 238
宇ノ気町 350
内灘町 374

計 1,813

も
え
る
ゴ
ミ

も
え
な
い
ゴ
ミ

一
口
に

ゴ
　
ミ

さ
ら
に

言
え
ば
、

内
灘
町

で
は
、

そ
こ
で

今
回
、



「
ゴ
ミ
が
本
当
に
減
り

ま
し
た
。
台
所
に
置
い
て

あ
る
け
ど
場
所
も
取
ら
な

い
し
、
手
軽
だ
し
、
臭
い

も
な
い
し
。

出
来
あ
が
っ
た
肥
料
は
庭

木
に
与
え
た
り
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
ゴ

ミ
の
減
量
に
協
力
し
な
き
ゃ
と
思
っ
て
、
購
入
し
た
の
だ
け
ど
、
想
像
し

て
た
よ
り
も
よ
か
っ
た
か
な
。」

～ 今、なぜ環境　　　問題なのか？ ～�～ 今、なぜ環境　　

「宇宙船地球号の行き先」�「宇宙船地球号の行き先」�
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み
な
さ
ん
な
か
な
か
満
足
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
処
理
機
の
お
値
段

自
体
も
安
価
な
も
の
で
は
な
い
の

で
、
な
か
な
か
手
の
出
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
購
入
さ

れ
た
方
に
は
是
非
、
町
か
ら
の
助
成

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　 特集② ゴミ問題　

河北郡の５つの町の中で、実は内灘が一番ゴミの量が
多くてなぁ。みなさんいろいろとがんばってゴミ減量の
工夫をされとるんやけど、もうちょっとがんばって徹底
せにゃいかんと思っとるんや。津幡よりゴミが多いんや。
ゴミが多いということは、それだけ処理にお金がかかっ
て、町民の皆様に負担していただくお金も大きくなると
いう事やからね。
財政的にも得なことは何もない。ゴミを減らすのが経
費削減や。戦後は大量生産、大量消費、大量廃棄でやっ
てきたけど、いろんな問題が出てきたからね。温暖化、
大気汚染、オゾン層の破壊やら資源の枯渇も大きい問題
や。社会も循環性のある構造に変わっていかにゃならん
がや。こういう問題はみんなで取り組まんといかんから、
行政だけでなく町民のみなさん一人一人にもご協力をお
願いせんといかんね。

「
家
族
が
多
い

の
で
ゴ
ミ
の
量
も

多
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
こ
の
処
理

機
を
使
っ
て
か
ら

確
実
に
減
っ
て
ま
す
ね
。
月
曜
に
今
ま
で
は
三
つ
の
ゴ
ミ
袋
を
出
し
て
い

た
ん
だ
け
ど
、
今
は
一
〜
二
つ
で
済
み
ま
す
か
ら
。
夏
場
に
な
っ
て
ス
イ

カ
や
メ
ロ
ン
な
ど
の
、
水
分
の
多
い
生
ゴ
ミ
が
あ
る
と
、
こ
の
機
械
の
処

理
時
間
も
少
し
長
く
な
る
の
か
な
？
電
気
料
が
ど
ん
な
も
の
か
な
ぁ
と
思

っ
て
ま
す
け
ど
ね
。
出
来
た
肥
料
は
畑
に
使
っ
て
ま
す
。
最
初
、
出
来
た

肥
料
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
と
こ
ろ
、
少
し
強
く
あ
た
っ
た
よ
う
で
草
木
が

枯
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
で
は
土
と
混
ぜ
た
り
、
他
の
肥
料

と
混
ぜ
た
り
し
て
使
っ
て
ま
す
よ
。」

�横川さん
（緑台2丁目）

�三松さん
（鶴ヶ丘3丁目）

購
入
し
て
か
ら
二
ヶ
月
ほ
ど
の
三
人
家
族
で
す
。

ま
ず
生
ゴ
ミ
の
減
り
方
に
驚
い
て
い
ま
す
。
写
真
は

約
十
日
間
分
で
す
。
小
バ
エ
、
臭
い
の
悩
み
は
完
全

に
解
消
し
、
電
気
料
も
そ
ん
な
に
か
か
っ
て
ま
せ
ん
。

ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
狭
い
台
所
に
置
い
て
も
気
に

な
ら
な
い
し
、
す
べ
て
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

�俵口さん
（大根布2丁目）
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◎
予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
専
決
処
分
の
承
認
）

○
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
専
決
処
分
の
承
認
）

・
公
用
車
の
交
通
事
故
に
係
る
修
繕

費
用
、
損
害
賠
償
金
の
補
正

・
参
議
院
選
挙
区
選
出
議
員
の
辞
職

に
伴
う
補
欠
選
挙
の
執
行
費
用

の
補
正

○
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
一
〇
八，

二
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

八，

〇
一
四，

八
五
四
千
円

・
Ｒ
Ｄ
Ｆ
専
焼
炉
環
境
影
響
調
査
及
び
同

組
合
一
般
管
理
費
に
か
か
る
負
担
金

・
準
幹
三
号
線
道
路
改
良
事
業
に
係

る
工
事
費

・
土
地
購
入
費
の
計
上
等

○
平
成
十
二
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額

二
四
八
千
円

補
正
後
総
額

二，

三
六
三，

二
四
八
千
円

・
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補
正

○
平
成
十
二
年
度
内
灘
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
三
二，

七
二
四
千
円

補
正
後
総
額

二，

二
八
二，

七
二
四
千
円

・
平
成
十
一
年
度
分
の
精
算
に
伴
う
前

年
度
繰
越
金
及
び
償
還
額
の
補
正

○
平
成
十
二
年
度
内
灘
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
一，

二
六
〇
千
円

補
正
後
総
額六

二
五，

二
六
〇
千
円

・
保
険
料
軽
減
対
策
に
伴
う
電
算
シ

ス
テ
ム
の
開
発
費
用

○
平
成
十
二
年
度
内
灘
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

・
宅
地
造
成
に
伴
う
上
水
道
管
布
設

工
事
並
び
に
（
仮
称
）
内
灘
新

橋
取
付
道
路
改
良
工
事
に
伴
う

上
水
道
管
布
設
工
事

◎
条
例
の
制
定
等

○
内
灘
町
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
専
決
処
分
）

・
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
施
行
に
伴
う
個
人
町
民

税
の
均
等
割
、
所
得
割
の
非
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ

・
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
特

例
の
期
間
の
延
長
と
負
担
調
整
措

置
を
規
定
す
る
所
要
の
整
備
等

○
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
専
決

処
分
）

・
介
護
保
険
第
二
被
保
険
者
に
係
る

介
護
納
付
金
の
課
税
限
度
額
の

設
定
等

○
河
北
郡
広
域
事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

・
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理
組
合

へ
の
加
入
に
伴
う
負
担
金
の
分
賦

割
合
を
定
め
る
た
め
の
規
約
変
更

◎
契
約
の
締
結

○
向
粟
崎
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事

（
建
築
工
事
）

○
宮
坂
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工
事

（
八
工
区
）

○
宮
坂
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工
事

（
九
工
区
）

○
宮
坂
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工
事

（
十
一
工
区
）

◎
財
産
の
取
得

○
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進

事
業
に
係
る
庁
用
備
品
の
取
得

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
整
備
機
器
、

端
末
・
プ
リ
ン
タ
ー
・
サ
ー
バ

ー
関
係
）

◎
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
・

変
更
に
つ
い
て

○
内
灘
町
道
路
線
の
認
定
（
北
部
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
都
市
計
画
道
路
、（
仮
称
）
内

灘
新
橋
へ
の
取
り
つ
け
道
路
に

接
続
す
る
県
施
行
道
路
事
業
の

完
成
に
伴
う
も
の
）

○
内
灘
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
変
更

（
諸
江
向
粟
崎
線
に
係
す
る
県
施

工
道
路
事
業
の
整
備
に
伴
い
廃

止
及
び
変
更
す
る
も
の
）

◎
報
告
等

○
平
成
十
二
年
度
内
灘
町
一
般
会

計
、公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
繰
越
明
許
費
に

つ
い
て

○
内
灘
町
土
地
開
発
公
社
、
財
団
法

人
内
灘
体
育
振
興
事
業
団
、
内
灘

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
、
社
会

福
祉
法
人
内
灘
町
福
祉
会
の
各
事

業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て

◎
そ
の
他
の
議
案

○
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

（
専
決
処
分
の
承
認
）

・
公
用
車
の
交
通
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

◎
人
事
案
件

○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

・
大
柳
　
喬
氏
（
新
任
）

第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会

平
成
十
二
年

提

出

議

案

第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
、
六
月
五
日
（
月
）
か
ら
五
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
に
大
柳
氏
を
選
任

大
柳
　
喬
氏
（
大
根
布
一
丁
目
）
が
第
二
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
固
定
資
産
評
価
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
二
十
三
年
か
ら
六
十
二
年
ま
で
石
川
県
職
員
。

農
業
経
済
課
長
、
県
参
事
等
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
税
関

係
部
署
に
も
勤
務
。
町
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
営

審
議
委
員
等
の
公
職
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
七
十
歳
。

議
会
定
例
会
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や
っ
て
く
る
台
風
シ
ー
ズ
ン

”我
が
家
の
安
全
点
検
を
“

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
台
風
が
襲
来

し
、
雨
や
風
に
よ
り
想
像
以
上
の
被

害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
災
害
に
備
え
、
今
一

度
、
身
の
廻
り
の
点
検
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

◯
情
報
を
よ
く
聞
く

◯
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
の
準
備

◯
飲
料
水
を
確
保
し
て
お
く

◯
屋
根
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
壁
、
家
の

周
り
の
点
検
及
び
整
理

◯
貴
重
品
な
ど
の
非
常
持
出
し
品
の

準
備

放
火
が
多
発

あ
な
た
の
家
も
狙
わ
れ
て
い
る
！

こ
こ
最
近
、

町
内
で
放
火

と
思
わ
れ
る

車
両
火
災
や

家
の
廻
り
の

ゴ
ミ
類
、
下

草
の
火
災
が

相
次
い
で
い

ま
す
。
特
に
、
夜
中
か
ら
朝
方
に
か

け
人
通
り
の
少
な
い
場
所
で
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
可
燃
物
は
目
に
つ
く
所
に
置
か
な
い
。

②
放
火
は
車
も
標
的
に
す
る
。

③
放
火
犯
は
闇
に
隠
れ
て
行
動
す
る
。

④
近
所
や
地
域
で
放
火
さ
れ
に
く
い

環
境
が
必
要
。

は
特
に
狙
わ
れ
や
す
い
の

で
、
カ
ギ
を
し
っ
か
り
掛
け
、
廻
り

に
燃
え
や
す
い
物
を
放
置
し
な
い

等
、し
っ
か
り
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

空
家

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

夏
の
暑
い
夜
、
子
ど
も
た
ち
は
涼

を
求
め
花
火
を
楽
し
み
ま
す
が
そ
の

花
火
も
正
し
く
使
わ
な
い
と
火
傷
を

し
た
り
、
火
災
の
原
因
に
な
る
な
ど

せ
っ
か
く
の
楽
し
さ
を
吹
き
飛
ば
し

て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
安
全
に
花
火
を
楽
し
む

た
め
に
も
、
次
の
よ
う
な
事
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
強
風
時
は
避
け
、
安
全
な
場
所
で

花
火
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
供
達
だ
け
で
、
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
注
意
書
き
を
必
ず
読
み
、
間
違
っ

た
使
い
方
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と

め
て
点
火
し
た
り
す
る
の
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

⑤
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。

※
花
火
が
終
っ
た
ら
、
後
始
末
を
し

っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

火
傷
の
応
急
手
当�

・
す
ぐ
水
道
水
で
痛
み
が
な
く

な
る
ま
で
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
水
ぶ
く
れ
が
あ
る
場
合
は
、

つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
衣
類
の
上

か
ら
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。�

救急一口
メモ�

消
防
だ
よ
り

① 町道　Ｈ12．8月下旬 ～Ｈ13．3月�

② 町道　Ｈ12．8月下旬 ～Ｈ13．3月�

③ 県道　Ｈ12．8月下旬 ～Ｈ13．3月�

凡　　　例�

片側交互通行�

一時通行止め�

①�

②�

③�

問い合わせ先�
下水道� 286－6718

片側交互通行・一時通行止め箇所
内灘町では、下記の期間、下水道工事に伴い、片側交互通行及び一時通行止め等の規制を行います。町民の

皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

���������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������



第
五
十
三
回
河
北
郡
体
育
祭
が
、
高
松
町
を
主
会

場
に
七
月
二
日
（
二
月
十
一
日
、
六
月
三
十
日
、
七

月
一
日
一
部
実
施
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
選
手
役
員
五
百
八
十
余
人
が
全
二

十
五
競
技
に
参
加
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
男
子
六
競

技
、
女
子
一
競
技
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
結

果
は
、
男
子
の
部
第
二
位
、
女
子
の
部
第
三
位
、
総

合
第
二
位
と
優
勝
し
た
津
幡
町
に
あ
と
一
歩
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
来
年
は
内
灘
町
が
主
会
場
に
な
る
た

め
、
地
の
利
を
活
か
し
て
全
競
技
完
全
優
勝
を
目
標

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
次
の
四
名
の
方
々
に
永

年
の
献
身
的
な
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
功
労
者
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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河
北
郡
体
育
協
会
長
功
労
者
表
彰
受
賞
者

（
内
灘
町
関
係
分
）

南
　
　
善
明
さ
ん

西
荒
屋（
野
球
）

表
井
　
源
一
さ
ん

鶴
ヶ
丘（
空
手
道
）

長
谷
川
　
徹
さ
ん

大
清
台（
ラ
グ
ビ
ー
）

下
畠
　
和
美
さ
ん

鶴
ヶ
丘
四（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

七
月
十
五
日
（
土
）、
内
灘
町
空
手
道
教
室
に
、

元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
、
三
屋
裕ユ

ウ

子コ

さ
ん

が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
少
年
ス
ポ

ー
ツ
情
報
誌
「S
port

Ju
st

（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ

ス
ト
）」
の
「
コ
ン
チ
ワ
三
屋
裕ユ

ウ

子コ

で
す
」
コ
ー

ナ
ー
の
取
材
で
、
同
紙
編
集
委
員
を
務
め
る
三
屋

さ
ん
が
全
国
の
少
年
団
員
と
の
交
流
を
図
り
、
全

国
に
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
団
員
と
一
緒
に
稽
古

に
参
加
す
る
三
屋
さ
ん
で
し
た
が
…
あ
ま
り
に
も

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
勝
手
が
違
う
の
か
、
苦
笑
い
し

な
が
ら
の
型
稽
古
と
い
う
場
面
も
。

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
は
行
わ

れ
ま
し
た
が「
誘
惑
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
も
、

続
け
る
こ
と
が
大
事
！
」
と
い
う
三
屋
さ
ん
の
言

葉
と
と
も
に

団
員
に
と
っ

て
は
忘
れ
ら

れ
な
い
一
日

と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

競
技
別
順
位

競
　
技
　
名

男
子

女
子

陸
上

５
位

４
位
　

剣
道

３
位

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

４
位

２
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

１
位

３
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

２
位

３
位

卓
球

２
位

２
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

５
位

３
位

水
泳

２
位

１
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

２
位

３
位

ボ
ウ
リ
ン
グ

３
位

２
位

テ
ニ
ス

２
位

２
位

弓
道

１
位

２
位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

１
位

２
位

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

５
位

５
位

ゴ
ル
フ

５
位

２
位

ス
キ
ー

３
位

４
位

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

３
位

３
位

軟
式
野
球

２
位

柔
道

１
位

相
撲

２
位

自
転
車

１
位

空
手
道

１
位

サ
ッ
カ
ー

５
位

ク
レ
ー
射
撃

３
位

ラ
ク
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

２
位

優
　
勝

津
幡
町
　
147.0

津
幡
町
　
90.0

津
幡
町
　
57.0

準
優
勝

内
灘
町
　
125.0

内
灘
町
　
79.0

宇
ノ
気
町
49.5

第
三
位

宇
ノ
気
町
109.0

七
塚
町
　
62.0

内
灘
町
　
46.0

第
四
位

七
塚
町
　
100.5

高
松
町
　
60.5

七
塚
町
　
38.5

第
五
位

高
松
町
　
85.5

宇
ノ
気
町
59.5

高
松
町
　
25.0

総
合
の
部
　

男
子
の
部

女
子
の
部

三
屋
裕
子
さ
ん
が�

　
　
　
　
内
灘
町
に
！�

三
屋
裕
子
さ
ん
が�

　
　
　
　
内
灘
町
に
！�

ユ 

ウ
　 

コ�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

あれ、何かおかしい……？

内
灘
町
で
は
自
治
省
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
国

際
交
流
員
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
資
格
審
査
等
を

経
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
、
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
ナ
タ
リ
ー
さ

ん
（
二
十
二
歳
）
が
臨
時
職
員
と
し
て
内
灘
町
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。日

本
語
は
も
ち
ろ
ん
堪
能
で
、
み
な
さ
ん
と
交
流
す
る
の
に
は

何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
他
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
も
話
せ
、
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で
は
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
や
輸

出
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻
さ
れ
た
優
秀
な
女
性
で
す
。

ナ
タ
リ
ー
さ
ん
は
高
校
生
の
時
に
日
本
（
東
京
）
に
一
年
間
滞

在
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、
日
本
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
も

熟
知
し
て
い
ま
す
。

内
灘
町
に
は
三
年
間
の
滞
在
予
定
で
、
今
後
は
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
英
語
教
育
や
、
国
際
関
係
の
授
業
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

「
町
民
夏
ま
つ
り
や
、
運
動
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
仲
良
く
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
内
灘
町
の
方
言
も
覚
え
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
岩
本
町
長

の
言
葉
に
「
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
人
に

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
知

っ
て
欲
し
い
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
も
日
本
と
い

う
国
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
、
緊
張
し
な
が
ら
も
答

え
る
ナ
タ
リ
ー
さ
ん
で
し

た
。

松野教育長から辞令の
交付を受けるナタリーさん

国
際
交
流
員
来
町
！�
�

国
際
交
流
員
来
町
！�
�

国
際
交
流
員
来
町
！�
�

ナ
タ
リ
ー
で
す
。�

内
灘
町
の
み
な
さ
ん
、�

よ
ろ
し
く
ね
。�

�

MAXWELL
　マクスウェル　

NATALIE
　 ナ タ リ ー 　

さん
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内
灘
町
の
国
際
友
好
都
市
で
あ

る
中
国
の
呉
江
市
か
ら
、
程
恵
明

市
長
を
団
長
と
す
る
五
名
の
代
表

が
当
町
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。一

行
は
六
月
二
十
五
日
（
日
）

に
入
国
し
、
翌
二
十
六
日
（
月
）

に
内
灘
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
程
市

長
は
こ
れ
が
初
め
て
の
内
灘
町
訪

問
と
い
う
こ
と
で
、
町
内
を
視
察

し
た
折
に
は
た
く
さ
ん
の
質
問
を

し
、
説
明
に
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

代
表
団
一
行
は
、
町
内
視
察
、

中
国
庭
園
へ
の
記
念
植
樹
、
町
・

議
会
、
町
商
工
会
、
石
川
県
庁
へ

の
表
敬
訪
問
な
ど
積
極
的
に
活
動

さ
れ
、
交
流
協
議
に
お
い
て
は
、

今
年
度
下
半
期
に
行
わ
れ
る
予
定

の
内
灘
町
か
ら
の
代
表
団
派
遣
事

業
、
商
工
会
が
窓
口
と
な
る
企
業

研
修
生
の
受
け
入
れ
事
業
を
始
め

と
し
、
今
後
の
教
育
、
文
化
方
面

に
お
け
る
交
流
の
方
法
を
模
索
、

交
流
の
具
体
的
な
方
向
に
つ
い
て

も
話
し
あ
い
を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
内
灘
・
呉
江
市

の
友
情
が
更
に
深
ま
っ
た
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
と
い
う
言
葉
を
残

し
、
一
行
は
六
月
二
十
八
日
、
次

の
訪
問
地
で
あ
る
千
葉
市
（
千
葉

市
も
呉
江
市
と
友
好
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
ま
す
）
へ
と
向
か
わ
れ

ま
し
た
。

呉
江
市
人
民
政
府
代
表
団
の
五

名
は
次
の
方
で
す
。

団
長：

呉
江
市
長
　
程

チ
ェ
ン

恵
明

ホ
イ
ミ
ン

団
員：

呉
江
市
人
民
政
府
弁
公
室
主
任

周
ヂ
ョ
ウ

炳
奎

ビ
ン
ク
イ

団
員：

呉
江
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
主
任

沈
シ
ェ
ン

志
剛

ジ
ー
ガ
ン

団
員：

中
国
人
民
銀
行
呉
江
市
支
店
長

姚ヤ
オ

春
泉

チ
ュ
ン
チ
ュ
エ
ン

団
員：

芦
墟
鎮
農
工
商
総
公
司
社
長

顧グ
ゥ

国
文

グ
オ
ウ
ェ
ン

内
灘
町
の
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す

か
？
こ
ち
ら
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
の

地
で
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雨
季
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
は
今
ご
ろ
夏
本

番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
前
回
は
セ
ネ
ガ
ル
と
い
う
国

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

月
号
で
は
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ネ
ガ
ル
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
で

す
。
一
日
五
回
の
お
祈
り
、
お
祭
り
や

メ
ッ
カ
巡
礼
な
ど
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
基

づ
い
た
行
事
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
コ
ー
ラ
ン
学
校
の
存
在
で
す
。
コ

ー
ラ
ン
学
校
で
は
ひ
た
す
ら
ア
ラ
ブ
語

で
勉
強
を
し
ま
す
。
社
会
や
理
科
、
体

育
は
も
ち
ろ
ん
公
用
語
の
フ
ラ
ン
ス
語

の
授
業
も
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
設
備

も
悪
く
、
机
や
椅
子
も
な
い
藁
小
屋
で

子
ど
も
た
ち
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る

と
い
う
光
景
も
珍
し
く
な
い
の
で
す
。

公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
を

し
な
い
た
め
、
名
前
も
書
け
な
い
、
役

所
で
は
手
続
き
も
で
き
な
い
な
ど
不
便

な
生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
で
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
、
政

府
や
ユ
ニ
セ
フ
は
一
般
の
学
校
に
通
い

な
が
ら
、
放
課
後
や
夏
休
み
に
コ
ー
ラ

ン
学
校
へ
行
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま

す
が
、
人
々
の
考
え
や
信
仰
心
は
そ
う

簡
単
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

私
は
六
月
か
ら
コ
ー
ラ
ン
学
校
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
折
り
紙
や
お
絵
描

き
を
し
て
い
ま
す
。

初
回
に
新
聞
紙
で
箱
を
作
り
ま
し

た
。
作
品
が
出
来
あ
が
っ
た
時
の
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
の
す
ご
か
っ
た
こ
と
！

自
分
の
手
で
物
を
作
る
喜
び
を
、
少
し

は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

コ
ー
ラ
ン
・・・イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
典
。
教
徒
の

信
仰
及
び
政
治
、
法
律
、
社
会
的
問
題
に

関
わ
る
生
活
全
般
の
規
範
。

�
 

（2）
�

�

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜�

　
　
　
　
　
セ
ネ
ガ
ル
便
り�

�

青年海外協力隊員として
セネガルに赴任している
水口さん（向陽台）

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

町
歴
史
民
俗
資
料
館
「
風
と
砂
の
館
」
で
。

「
中
国
も
日
本
と
同
じ
よ
う
な
生
活
様
式
で

し
た
よ
」
と
程
市
長

（
福
）特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
夕
陽
ヶ
丘
苑
で
、

日
本
の
福
祉
が
充
実
、
進
ん
で
い
る
こ
と
に

驚
き
、
熱
心
に
説
明
を
聞
く
一
行

交
流
協
議
で
お
互
い
の
友
情
と
今
後
の
交
流

の
計
画
を
確
認
し
あ
い
、
が
っ
ち
り
と
手
を

握
り
あ
う
程
市
長
と
岩
本
町
長

初めて作った折り紙の作品を手に！　うれしそう！
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タ
ウ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス

声のボランティアのみなさんは今月も視覚障害者の方、高齢化が進んで目が衰えてきたお年寄りのために広報うちなだ

を朗読しています。100万人のボランティア運動が始まったころ、役場の講習をうけたことがきっかけで始まったこの活

動もはや20年になります。

「他町村のボランティアグループにも同じ活動をしているところがあるけど、うちはのんびり和気あいあいがモットーで

す。」

「一字一句間違えないものより、なまりがあったり、つまづいたりしているほうが温かみがあっていいと、利用者の方か

らも言われたのよ」

声のボランティアの方が録音したカセットテープは町立図書館に設置してあります。このテープはなんと広報紙面に掲載

されていない、声のボランティアグループによるインタヴューなどのおまけつき！是非一度、お聞きになってみては…？

目の不自由な人にも「広報うちなだ」を！

７月10日（月）～19日（水）の期間中、福祉作業所“うち

なだの里”の入所者のみなさんが、向粟崎公民館で宿泊体験を

し、将来自立する時のために予行練習を行いました。具体的に

は通勤、買い物、食事の準備、後片付け、入浴、就寝前・起床

後の準備、掃除などを職員の手を借りずにできるだけ自分たち

でやり遂げるというもの。楽しい仲間とのお泊まりとあってみ

なさん嬉しそうに何でもこなしていました。

初めての体験!?

6月18日（日）、新しく発会した内灘和太鼓協会のチャリティー演

奏会が文化会館で行われました。結成してまもない協会と思いきや、

その演奏の迫力は聴衆のど肝を抜くほどすばらしいものでした。

晩御飯はカレーライス！うまく作れるかな？

声のボランティアで活躍中の皆さん
（左から池田さん、多田さん、大地さん、藤田さん、

松本さん、澁谷さん、池下さん）
こうやって一人づつ
録音するんです

アメリカNYから来た
ダリウスさん

迫力！和太鼓の競演
ギャラリーの声

日本の和太鼓はすばらしい。
世界一だと思います。感動
しました！
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皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
お
便
り
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「本当に願いはかなうのかな？
ドキドキ♥」

老人介護に悪戦苦
闘！

ウルトラマンに会いたいよ

せっかく綺麗なハマナスが植えてあるのに
ゴミがあったら台無しだよ！

僕の私のお願いかなえて☆
7月7日は七夕の日。町内の保

育所では園児たちがお願い事を書

いた短冊を笹の葉に下げて折りま

した。

内灘町職員の介護研修が社会福祉法人内灘町福祉会の特別養護老人ホーム「夕陽

ヶ丘苑」において7月10日から5日間の日程で実施されました。

今回の研修は、まず、第1班（丸一邦彦総務部長心得以下6名）として5日間の日

程で、入浴の衣服着脱介助、排泄誘導、食事介助、着替え、離床介助、散歩、環境

整備等の介護職員とほとんど同様の内容で行われましたが、慣れない介護により悪

戦苦闘の連続であり、職員は身をもって介護の大切さを痛感しました。

研修は約130名（消防職員、保育士、保健婦〔一部〕を除く）の一般行政職の職

員全員を対象にして実施されます。

内灘町職員研修 ～介護の大切さを知ろう～

7月10日から鶴ヶ丘郵便局において「絵手紙」の展覧会が開催中です。村中さん（鶴ヶ丘5）

と、楽しみながら絵手紙を作っている内灘町の仲間のみなさん30名の作品110点が展示されて

います。「絵手紙は心のオアシス。飾った気持ちでなく、ふだん着で描かれた作品ばかり」だそ

うですが、なるほど優しく素朴な絵手紙が、冷房病で冷え切ったみなさんの心と体を癒してく

れるかも？8月10日（木）までの展示だそうですので、お近くの方は足を運ばれてはいかがでし

ょうか？

ふれあい絵手紙交流展開催

内灘中学校生徒によるボランティア清掃

活動が7月15日、内灘海岸、放水路一帯で

行われました。

先日、内灘ライオンズクラブから寄付さ

れたゴミ袋と軍手を使って、全校生徒がゴ

ミひろい、草刈りに汗を流しました。

僕らの手で綺麗な内灘町に！

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７
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親
子
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

特
別
企
画

シ
リ
ー
ズ
前
半

◇
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

九
月
二
日
（
土
）

日
本
昔
ば
な
し
、
グ
リ
ム
童
話

を
楽
し
む

語
り
部細

川
　
律
子
さ
ん

（
河
北
お
は
な
し
の
会
）

対
象
　
小
学
校
高
学
年
か
ら
大
人

九
月
十
六
日
（
土
）

楽
し
い
チ
ビ
ッ
コ
お
は
な
し
会

（
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
）

語
り
部

松
本
　
文
恵
さ
ん

（
こ
な
ら
文
庫
）

対
象
　
幼
児
か
ら
大
人

い
ず
れ
も
、
時
間
は

七
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分

夜
間
で
す
の
で
、
親
子
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
は
町
民
文
化
会
館

く
わ
し
く
は
町
図
書
館
ま
で
。

◇
夏
季
特
設
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
た
ち
に
は
、
将
来
ど
の
よ

う
な
仕
事
に
つ
き
た
い
か
と
い
う
夢

と
希
望
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
八
月
は
中
高
学
年
向
き

に
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
い
わ
ば
指

南
書
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

◇
国
際
理
解
に
役
立
つ
子
ど
も
の
本

○
地
球
た
べ
も
の
大
百
科

（
一
巻
か
ら
七
巻
）

中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
た

べ
も
の

○
世
界
の
子
ど
も
た
ち
は
い
ま

（
一
巻
か
ら
八
巻
）

中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
韓

国
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ケ
ニ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
子
ど
も
た
ち

ど
れ
も
写
真
が
大
き
く
て
、
楽
し

く
学
べ
る
わ
か
り
や
す
い
本
で
す
。

お
す
す
め
で
す
！

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド

恩
田
　
　
睦

命

柳
　
　
美
里

あ
え
て
押
し
ま
す
横
車

上
坂
　
冬
子

天
保
の
雪

市
原
麻
理
子

山
谷

さ

ん

や

崖
っ
ぷ
ち
日
記

大
山
　
史
朗

少
女
Ｍ

野
坂
　
昭
如

メ
ダ
ル
と
墓
標

外
岡
　
立
人

奇
貨
居

き

か

お

く
べ
し
　
飛
翔
編

宮
城
谷
昌
光

輪
廻

り
ん
か
い

明
野
　
昭
葉

◇
今
月
の
お
す
す
め

「
ト
キ
よ
お
お
ぞ
ら
へ
」文：

国
松
　
俊
英

絵：

鈴
木
ま
も
る

う
す
も
も
い
ろ
の
き
れ
い
な
は
ね
を
も

つ
ト
キ
。
む
か
し
は
に
ほ
ん
じ
ゅ
う
に
い

ま
し
た
が
つ
い
に
キ
ン
ち
ゃ
ん
だ
け
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
ち
ゅ
う
ご
く

の
ひ
と
た
ち
は
、
に
ほ
ん
の
ト
キ
を
す
く

う
た
め
、
ト
キ
の
ふ
う
ふ
を
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ふ
う
ふ

が
う
ん
だ
た
ま
ご

か
ら
、
み
ん
な
が

ま
っ
て
い
た
ユ
ウ

ユ
ウ
が
う
ま
れ
た

の
で
す
。

「
す
こ
し
早
め
の
私
の
遺
言
」

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

こ
の
世
を
去
る
日
、
あ
な
た
な
ら
ど
ん

な
言
葉
を
遺
し
ま
す
か
？

娘
に
妻
に
夫
に
友
人
に
・・・

「
続
　
日
本
の
滝
　
２
０
０
選
」

写
真
・
文：

中
西
　
栄
一

夏
に
眺
め
て
い
る
だ
け
で
ひ
ん
や
り
と

し
た
空
気
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
”涼
し
い

本
“
で
す
。
全
国
の
す
て
き
な
二
〇
〇
の

滝
が
あ
な
た
に

”涼
“
を
お
届
け
し
ま
す

・・・・・・
。

読
む
ほ
ど
に
、

夢
と
ハ
ー
ト
が
ふ
く
ら
む
よ
。

読
む
人
も
　

読
ま
れ
る
本
も
　
う
れ
し
い
ね
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
映
像
文
化
の

影
響
も
あ
っ
て
か
、
子
ど
も
の
読
書

ば
な
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
で
す
が

読
書
は
子
ど
も
た
ち
の
感
情
・
情

緒
、
表
現
力
、
創
造
力
を
の
ば
し
て

く
れ
る
、
と
て
も
よ
い
道
具
な
の
で

す
。小
さ
い
時
の
本
と
の
出
会
い
が
、

よ
り
よ
く
生
き
る
力
を
育
む
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
多
く
発
生
し
て
い
る
少
年
の

殺
ば
つ
と
し
た
犯
罪
も
、
子
ど
も
の

心
の
貧
し
さ
、
創
造
力
、
相
手
の
気

持
ち
を
読
み
と
る
能
力
の
欠
如
が
原

因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
を
読
む

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
登
場
人
物

の
気
持
ち
の
上
を
旅
し
、
豊
か
な
創

造
力
と
感
情
を
育
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。子

ど
も
た
ち
に
本
に
親
し
ん
で
も

ら
う
手
助
け
と
し
て
当
館
で
は
次
の

よ
う
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
当
館
司
書

に
よ
る
お
は
な
し
会

☆
小
学
校
の
お
昼
休
み
を
利
用
し
た

図
書
館
車
の
派
遣

☆
小
学
校
へ
の
本
の
紹
介
と
団
体
貸

出
し

☆
町
保
健
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
（
絵
本

一
千
冊
）
の
管
理
利
用
等
へ
の

助
言

★
児
童
図
書
も
豊
富
で
す

紙
し
ば
い
、
絵
本
を
含
む
当
館
の

児
童
図
書
は
、
一
般
図
書
と
同
様
に

県
内
の
町
立
図
書
館
の
中
で
群
を
抜

く
蔵
書
数
を
誇
り
ま
す
。
そ
の
冊
数

二
万
六
千
に
も
の
ぼ
り
一
部
市
立
図

書
館
を
も
し
の
ぐ
量
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
、
も
っ
と
も
っ
と
利
用
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

図
書
館
へ
の
照
会
や
予
約
は
、

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１
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戸
籍
事
務
電
算
化

戸籍事務を電算化します�戸籍事務を電算化します�戸籍事務を電算化します�戸籍事務を電算化します�
町では住民サービスの向上を図ることを目的として戸籍事務の電算化に取
り組み、10月２日を目標に作業を進めています。�
戸籍の謄本・抄本は、コンピューターに記録し発行することになります。�

・証明書の発行が早くなります。�
・内容が見やすく、分かりやすくなります。�
・届出から証明書発行までの期間が短縮されます。�
・戸籍謄本等の名称が変わります。�
� 戸籍謄本　　　戸籍の全部事項証明書�

戸籍抄本　　　戸籍の個人事項証明書�

現行戸籍�

新 戸籍の全部事項証明�

【名】義太郎�
【生年月日】昭和37年3月20日【配偶者区分】夫�
【父】甲野幸雄�
【母】甲野松子�
【続柄】長男�

【名】梅子�
【生年月日】昭和45年6月7日【配偶者区分】妻�
【父】乙野忠治�
【母】乙野春枝�
【続柄】長女�

【出生日】昭和37年3月20日�
【出生地】石川県河北郡内灘町�
【届出日】昭和37年3月25日�
【届出人】父�

【婚姻日】平成4年1月10日�
【配偶者氏名】乙野梅子�
【従前戸籍】石川県河北郡内灘町�
                 字大学1丁目2番地　甲野幸雄�

【出生日】昭和45年6月7日�
【出生地】石川県金沢市�
【届出日】昭和45年6月15日�
【届出人】父�

【婚姻日】平成4年1月10日�
【配偶者氏名】甲野義太郎�
【従前戸籍】石川県金沢市粟崎町�
                             2丁目1番地　乙野忠治�

身分事項�
　出　　 生�
�
�
　婚　　 姻�

身分事項�
　出　　 生�
�
�
　婚　　 姻�

発行番号○○○○�

これは、戸籍に記載されている事項の全部を証明した書面である。�

平成12年○○月○○日�

　        石川県河北郡内灘町長� 職印�

全部事項証明�

本　  　籍　　　石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地�

氏　  　名　　　甲野　義太郎�

�戸 籍 事 項　    【改製日】平成12年○月○日�
戸 籍 改 製　    【改製事由】平成6年法務省令第51号附則第2条�

第1項による改製�
�

戸籍に記録�

されている者�

戸籍に記録�

されている者�

戸籍事務電算化に伴う�
氏名の文字の確認について�
戸籍事務電算化に伴う�

氏名の文字の確認について�
　戸籍の文字は、常用漢字、人名漢字及びその他国民一般に通用している文字で記載するこ
とになっています。しかし今までの戸籍の中には、草書・行書などを使ったり、届出のくせ
字をそのまま書き写したりといういわゆる誤字・俗字で記載されているものがあります。�
　みなさまの戸籍をコンピューターに登録するにあたり、誤字等で記載されている文字につ
いては、戸籍の表記上使用できる文字になります。�
�

　戸籍の氏名の文字が変わる場合は、文字を確認していただくため、文書
（告知書）を９月初旬に該当者に発送しお知らせします。みなさまのご理
解とご協力をお願いします。�
�
※なおこの取り扱いは戸籍の表記上の取り扱いであるため印鑑登録等の変更は不要です。�

問い合わせ　町民生活課戸籍住民係　　286－6701

電算化にな
ると…�

石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
一
丁
目
弐
番
地�

平
成
十
二
年
○
○
月
○
○
日�

石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
長�

甲     

野
　  

義 

太 

郎�

義 

太 

郎�

梅 

　 

子�

甲
　
野
　
幸
　
雄�

　
　
　
　
松
　
子�



国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん�

�

第
五
十
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
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国
保
・
民
生

今月の人権・行政相談
（秘密厳守・無料）

相隣関係、家庭、相続、登記、交通安全、税金、
郵便、電話業務、年金・保険、消費生活、役所
の窓口、公共施設、公務サービスなど

ところ 内灘町働く婦人の家

☎２３７－６４４０

と　き ８月18日（金）

午後１時～４時

児童扶養手当現況届の
手続きはお早めに

《手続期間》
平成12年8月11日（金）～平成12年9月11日（月）

《必要なもの》
手当証書・住民票・印鑑など

※期間中に手続きをしない場合は、支払期日に手当が
受けられなくなります。
※２年間手続きをしない場合は、資格がなくなります。

問い合わせ
内灘町役場・町民部・町民生活課

☎286－6701（直通）

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
内
灘
町
か
ら
出
発

（
河
北
保
護
区
保
護
司
会
）

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

「
社
明
運
動
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
各
種
の
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
七
月
三
日
（
月
）
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
、
庁
舎
前
に
お
い
て
、
河
北
保
護
区
保
護

司
会
会
員
、
河
北
更
生
保
護
婦
人
会
会
員
ら
が
集

う
面
前
で
、
河
北
保
護
区
保
護
司
会
会
長
（
奥
田

隆
弥
）
が
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
を
行
い
、

内
灘
町
長
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発
に
際
し
激
励

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
啓
発
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
は
、
郡
内
の
町
役
場
へ
街
頭
パ
レ
ー
ド
に

出
発
し
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
や
非
行

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年

の
更
生
を
支

え
、
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
明
る
い

地
域
づ
く
り
に

参
加
す
る
」
で

す
。
町
民
の
み

な
さ
ま
に
も
、

こ
の
主
旨
を
理

解
し
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

国
民
健
康
保
険

優
良
被
保
険
者
表
彰

平
成
十
一
年
度
内
灘
町
国
民

健
康
保
険
優
良
被
保
険
者
表
彰

式
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
が
七

月
二
十
六
日
（
水
）
役
場
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
健

康
保
持
と
保
健
事
業
の
普
及
促

進
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
国
保
加
入
世
帯
二

千
九
百
六
十
七
世
帯
の
中
か
ら

七
十
五
世
帯
、
七
十
歳
以
上
の

被
保
険
者
千
三
百
十
人
の
中
か

ら
三
十
八
人
の
方
が
、
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

内
灘
町
で
は
、
候
補
加
入
者
の
自
主
健
康

管
理
及
び
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
、
人
間
ド
ッ

ク
検
査
費
用
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

内
灘
町
の
国
保
加
入
者
で
、
満
三
十
歳
以

上
七
十
歳
未
満
の
方

金
沢
医
科
大
学
病
院

金
沢
医
科
大
学
病
院
に
あ
ら
か
じ
め
検
査

す
る
期
日
等
の
内
諾
を
得
て
、
被
保
険
者

証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金

課
国
保
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

検
査
機
関

申
込
方
法

※
検
査
機
関
へ
は
個
人
負
担
額
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
町民部保険年金課 国保係 ☎286－6702
金沢医科大学病院 医事課ドック係 ☎286－3511

コース名

１日コース 38,850円 4,850円

7,400円

8,850円

5,600円

3,600円

71,400円

80,850円

54,600円

33,600円

34,000円

64,000円

72,000円

49,000円

30,000円

１泊２日コース

２泊３日コース

脳ドックのみの場合

脳ドック
一般ドックと同時
受検の場合の追加分

費用額 助成額 個人負担額

表彰された皆さん
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65歳から医療費助成が受けられます
内灘町では65歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は

誕生月）より医療費の助成制度があります。申請を希望
する方は、役場保険年金課までお越しください。

＜今月の該当者＞
昭和10年９月１日以前に生まれた方
注）老人保健法が適用されている方（70歳以上の方及び65歳
以上の障害認定を受けた方）は該当しません。

＜申請受付開始日＞
８月18日（金）

＜持参していただくもの＞
印鑑、健康保険証、銀行預金通帳
（受給者本人の口座番号のわかるもの）

※国民健康保険以外の健康保険（社会保険・共済等）に加
入の方も受給できます。

問い合わせ／保険年金課（電話）286－6702

年
金
の
お
話

問：将来、年金が破綻してしまい、年金が受け取れないと聞きましたが、本当ですか。

答：これは、間違いです。年金制度は20歳から60歳までの、すべての国民が加入し、

国が責任をもって運営する社会保障制度です。国は、さまざまな状況の変化に応

じて必要な改革を行い、安定的な運営を約束しています。

皆さん一人ひとりが、決まりごとをキチンと守られている以上、必ず年金は受け取ることができます。

問：納めた保険料の総額に比べて、受け取る年金額が少ないのではないですか。

答：年金は積み立て（貯蓄）ではないので、比較すべきものではありませんが、あえて比較するなら次のようにな

り、貯金して利息がついた以上の額になります。

納める保険料　　保険料月額13,300円×12月×40年＝ 6,384,000円

受け取る年金　　基礎年金年額804,200円×17年　 ＝13,671,400円　※平均寿命82歳で計算

いずれも、現在の数字をもとに参考例として計算したものですが、年金額は納める保険料の２倍以上になります。

さらに、消費者物価の変動に合わせて、年金額の実質価値が目減りしないように改正されます。

お答えします。あなたの不安!?

ひとりの人が二つ以上の年金の権利を得たときは、原則としてどれか一つを選択し、受けることとなります（選

ばれなかった年金は支給停止になります）。

①選択にあたって、社会保険事務所に「選択申出書」を提出する必要があります。

②年金の種類によっては、２つ以上の年金を同時に受けることができる場合もあります。

例：老齢基礎年金と老齢厚生年金、老齢基礎年金と遺族厚生年金、遺族厚生年金と遺族共済年金

年金を受けている人が、さらに他の年金を受ける権利を得たときは、最寄りの社会保険事務所にご相談ください。

２つ以上の年金を受ける権利ができたとき

年
金
の

お
話

ね
ん
き
ん
Q
＆
A

そ
れ
は
、
社
会
保
険
事
務
所
が
発
行

し
た
未
納
保
険
料
の
納
付
書
で
す
。

「
領
収
済
通
知
書
」
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
、
納
付
書
で
す
が
、
機
械
処
理
の
関
係

で
、「
領
収
済
通
知
書
・
領
収
控
・
納
付
書
・

領
収
証
書
」
の
順
に
綴
じ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

綴
り
を
切
り
離
さ
ず
そ
の
ま
ま
お
持
ち
に
な

り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
場
所
で
、
保
険
料

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
高
額
で
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
分
割
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
社

会
保
険
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
年
金
を
受
け
る
権
利
を

築
く
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
口
座
振
替
や
前
納
の
ご
利
用
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
の

保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
た
と
こ

ろ
、「
領
収
済
通
知
書
」
と

「
未
納
通
知
書
」
が
一
緒
に
届

き
ま
し
た
。
意
味
が
わ
か
ら

な
い
の
で
す
が
？

金
沢
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
２
３
３
―
２
０
２
１

（
代
表
）

Q

A
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お

知

ら

せ

◆
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が

上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券

◆
外
地
か
ら
引
揚
げ
の
際
に
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
証
券

◆
そ
の
他
免
許
証
、
卒
業
証
明
書
等

お
心
当
た
り
の
方
は
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
御
本
人
だ
け
で
な
く
、
御
家
族
の
方
に
も
お
返
し

し
て
い
ま
す
。

連
絡
・
照
会
先

大
阪
税
関
　
監
視
部
　
総
括
部
門

〒
５
５
２
―

０
０
２
２

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２
―
１
―
４

☎
０
６
―
６
５
７
６
―
３
１
１
５

大
阪
税
関
　
金
沢
税
関
支
署

〒
９
２
０
―

０
２
１
１

石
川
県
金
沢
市
湊
４
―
13

☎
０
７
６
―
２
６
８
―
７
４
２
０

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て

最
近
、「
家
の
軒
下
に
ハ
チ
の
巣
が
出
来
て
困
っ

て
い
ま
す
。」
と
い
う
お
電
話
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ご
自
分
で
駆
除
さ
れ
ま
す
と
大
変
危
険
で
す
の

で
、
駆
除
は
専
門
家
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
電
話
帳
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
（
職

業
別
）
の
「
消
毒
業
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
業
者
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

介護保険サービスを利用される方やご家族の皆様へ�介護保険サービスを利用される方やご家族の皆様へ�

　　
　介護

サービスに関する

　　
　　
不安や不

満はありませんか？介護サービスに関する苦情の受付や
相談窓口を設置しています。お気軽にご利用ください。

○内灘町保険年金課介護保険室
○石川県国民健康保険団体連合会

苦情相談には、介護や福祉の専門職員が応じます。
また、相談者のプライバシーを保護し、個人の秘密は厳守しま
すので安心してご利用いただけ
ます。
相談の内容によっては、サー
ビス事業者に対する調査、指導、
助言を行い、その結果は相談さ
れた方にお知らせします。

電子メール  kaigo110＠sr.incl.ne.jp

介護サービス苦情110番�
石川県国民健康保険団体連合会�
�

電　話 （076）231－1110
受付時間　午前9時～午後5時（土・日曜日、祝日を除く）�

ＦＡＸ （076）231－1601

相 談 窓 口

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通
貨
・

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ
保険年金課 介護保険室　☎286－6703（直通）
石川県国民健康保険団体連合会　☎261－5191（代表）

入
札
結
果
（
百
万
円
以
上
掲
載
）
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お

知

ら

せ

施
設
休
館
に
つ
い
て

施
設
等
の
点
検
整
備
の
た
め
、
左
記
の
施
設
が

休
館
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
か
ら
お
知
ら
せ

屋
内
温
水
プ
ー
ル

開
館
時
間
変
更
に
つ
い
て

九
月
一
日
（
金
）
か
ら
プ
ー
ル
水
が
温
水
に
な

る
の
に
伴
い
、
開
館
時
間
も
下
記
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

平
　
　
　
　
日
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
九
時

日
曜
日
・
祝
日
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

九
月
五
日
（火）

九
月
六
日
（水）

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
そ

の
他
の
体
育
施
設
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
風
と

砂
の
館
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
そ

の
他
の
体
育
施
設
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
風
と

砂
の
館
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

九
月
四
日
（月）

屋
内
温
水
プ
ー
ル

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
貸
金
業
者
利
用

一
五
の
質
問
」

を
作
成

石
川
県
で
は
、
こ
の
た
び
「
貸

金
業
者
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ

て
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、最
近
、

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
貸
金
業
者
の
利
用
に
あ
た
っ
て

の
留
意
点
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
貸
金
業
苦
情
相
談
窓

口
や
そ
の
他
の
関
係
機
関
な
ど
を

紹
介
し
た
も
の
で
す
。

（
貸
金
業
者
へ
の
苦
情
・
相
談
等
）

社
団
法
人

石
川
県
貸
金
業
協
会

（
金
沢
市
尾
張
町
１
―
３
―
６
）

☎
２
３
１
―
１
２
０
０

ま
た
は
☎
２
３
１
―
２
２
３
３

そ
の
他
、
北
陸
財
務
局
（
国
登

録
業
者
関
係
）、
県
経
営
金
融
課

（
知
事
登
録
業
者
関
係
）、
警
察
総

合
相
談
や
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
石
川
県
商

工
労
働
部
経
営
金
融
課

☎
２
２
３
―
９
１
９
３

内灘町霊園行バス時刻表　８月15日（火）�
　
内
灘
町
霊
園
で
は
、
例
年
ど
お
り
皆
様
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
次
の�

と
お
り
計
画
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

　
バ
ス
運
行
に
つ
い
て�

　
八
月
十
五
日
（
火
）
に
次
の
と
お
り
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。�

　
き
り
こ
吊
棒
の
設
置
に
つ
い
て�

　
一
定
規
格
の
き
り
こ
吊
棒
を
各
墓
碑
に
設
置
し
ま
す
。�

　
休
憩
室
に
つ
い
て�

バ
ス
の
待
ち
合
わ
せ
や
お
疲
れ
の
方
は
、
お
気
軽
に
管
理
棟
の
休
憩

室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
物
品
販
売
に
つ
い
て�

管
理
棟
に
て
、
き
り
こ
、
線
香
、
花
、
ロ
ー
ソ
ク
等
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
（
十
三
日
〜
十
六
日
）�

孟蘭盆法要�
8月11日（金）�
午前11時�

内灘町霊園  管理棟�

　　　停　　留　　所�

医科大学病院前（大学タクシー前）※�

大清台�

鶴ヶ丘5丁目（バザール向い）�

鶴ヶ丘4丁目（イイダ文具店前）※�

向陽台�

旭ヶ丘�

向粟崎（サンタウン向い）�

内灘駅�

内灘中学校前�

大根布1丁目�

大根布�

大根布4丁目�

大根布5丁目�

内灘町霊園着�

　　　 発　　車　　時　　刻�

7:50  9:20  10:50  12:30  14:00�

7:51  9:21  10:51  12:31  14:01�

7:52  9:22  10:52  12:32  14:02�

7:53  9:23  10:53  12:33  14:03�

7:55  9:25  10:55  12:35  14:05�

7:58  9:28  10:58  12:38  14:08�

7:59  9:29  10:59  12:39  14:09�

8:00  9:30  11:00  12:40  14:10�

8:04  9:34  11:04  12:44  14:14�

8:05  9:35  11:05  12:45  14:15�

8:06  9:36  11:06  12:46  14:16�

8:07  9:37  11:07  12:47  14:17�

8:08  9:38  11:08  12:48  14:18�

8:12  9:42  11:12  12:52  14:22�

�
　　　停　　留　　所�

室�

勤労青少年ホーム前�

西荒屋�

西荒屋小学校前�

黒津船地内�

宮坂�

内灘町霊園着�

　　　 発　　車　　時　　刻�

8:40  10:10  11:40  13:20  14:50�

8:41  10:11  11:41  13:21  14:51�

8:52  10:12  11:42  13:22  14:52�

8:53  10:13  11:43  13:23  14:53�

8:56  10:16  11:46  13:26  14:56�

8:57  10:17  11:47  13:27  14:57�

9:00  10:20  11:50  13:30  15:00

霊園発向粟崎方面行き�

霊園発室方面行き�

�

9:15  10:45  12:25  13:55  15:25�

10:00  11:30  13:10  14:40  16:10

（注）バスは北鉄バスの停留所に止まります。（※は例外）�
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食
中
毒
予
防

～食中毒予防の�
          三原則～�

気をつ
けて！

�

食中毒を防ぐ�

　日本の夏は高温多湿。これは細菌が繁殖するには絶好の環境です。�
　冷蔵庫や冷凍庫への過信、食品の多様化や流通経路の複雑さなどの条件が
相まって、食中毒は発生します。�
　毎日の買い物から、あとかたづけまで『食中毒予防の三原則』のポイント
を守って安全な食生活を送りましょう。�

ポイント�

人も食品も清潔に�

手やふきん、調理用具を清潔にしておきましょう。�

新鮮なものを選びましょう。�

ポイント�

早く食べてしまう�

残ったおかずはちょっとでも怪しいと思ったら�
　　　　　　　　　すぐに捨てましょう。�

室温で解凍するのはやめましょう。�

冷蔵庫内、電子レンジなどで�

解凍しましょう。�

ポイント�

温度管理が重要�

加熱して�
菌を殺す。�
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

4か月児健診
8月28日（月） 対象 12年4月生
9月18日（月） 対象 12年5月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
8月21日（月）対象11年1月生
9月11日（月）対象11年2月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診

8月7日（月）対象 9年4月生
9月4日（月）対象 9年5月生

（時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種

8月28日（月）

ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

8月30日（水）

ツ反判定とBCG接種

9月18日（月）

ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

9月20日（水）

ツ反判定とBCG接種

対象
平成12年4月生

対象
平成12年5月生

（時間）13：00～14：00

｝
｝

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ちびっこルーム
9月6日（水） 対象 1才児前後

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30

教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び

こどもの生活リズムや食事について

8月9日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○ミニプールで水遊び

8月23日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○魚つり大会

＝みんなで考えよう＝
○幼児教育はいつから？
・頭と体の発達の節目と
伸ばし方

9月13日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○おじいちゃん、おばあ
ちゃんと一緒に遊ぼう

・昔の遊びってどんなもの？

9月27日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○みんなといっしょに

どんぐり拾い

＝みんなで考えよう＝
○思いやりって
どうしたら育つの？

10：00～11：001～3歳児の遊びの教室

8月24日（木）
10：00～11：00
2階 絵本コーナー

絵本・児童書の紹介コーナー
（町立図書館より）

０才児がはじめで出会う絵本から、
小学生が自分で読む児童書まで、それ
ぞれの年齢にふさわしい本を紹介いた
します。保健センター絵本コーナーや、
町立図書館のおすすめ絵本、図書リス
トは、絵本選びや、夏休みの読書感想
文の参考になるのでは……。
お母さんだけでもOK。どなたでも
お気軽においでください。

★今月のうさこちゃんルームはお
休みします。

8月10日（木）

９：３０～１６：００
金沢医科大学（臨床研究棟）前

ご協力を
おねがいします。

献血のお知らせ

パ ン ダ ク ラ ブ

水着などぬれてもいい服を
持ってきてください。（ ）

どなたでも�
お気軽に�

おいでください�

どなたでも�
お気軽に�

おいでください�
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い
っ
し
ょ
に
始
め
ま
せ
ん
か
？

募集・いっしょに始めませんか？

元気印の朝食メニュー
～子育て講演会参加者募集～

内灘町PTA連合会では、子ども
の健やかな成長の為には日頃の食
生活が大きな役割を果たしている
のでは？との考えから、食事・栄
養をテーマに子育て講演会を企
画。今回は具体的なメニュー作り
を提案しますので、皆様のご参加をお待ちしています。
もちろん一般の方の参加も大歓迎。保育室も準備しま
すので気軽に覗いてみて下さい。

期　日 平成12年９月14日（木）19：30～
会　場 内灘町役場１F 町民ホール
講　師 菊地　清子栄養士（「健康を語る」主宰）
主　催 内灘町PTA連合会
問い合わせ・申し込み
内灘町PTA連合会事務局

（内灘中学校　☎286－0017 担当：喜沢）

石川県立内灘高等学校　学校開放講座（県民大学校専門講座）

楽しいコンピュータの活用講座
講座内容
初心者を対象とした、パソコン講座です。今、コン
ピュータで何ができるのか体験してみませんか。
・キーボード、マウス操作になれよう
・インターネットを体験しよう
・お絵かきソフトで芸術家になろう
・３Dマイホームデザイナーで建築家になろう
・音楽ソフトで作曲家になろう

実施期間 平成12年10月３日（火）～11月７日（火）
（毎週火・金曜日　計10回）

時　　間　午後６時～９時
場　　所　石川県立内灘高等学校　第１CAI室等
受 講 料　4,000円
定　　員　30名（定員になりしだい締め切ります）
申込期間　８月21日～９月16日
問い合わせ・申し込み
石川県立内灘高等学校

☎238－5301

「農業･ゆめ･みらい」
作文･図案コンクール作品募集
北陸農政局では次世代を担う子どもたちに、地域に
おける農業への理解と関心を高めてもらうために広く
作品を募ります。

課　題 21世紀へ向けて活力のある農業を目指す「農
業・ゆめ・みらい」に思いをこめた作品及び
図案（標語入りポスター）

応募の決まり
作文（高校生）
＊400字詰め原稿用紙５枚以内で未発表のもの
＊一人一点
＊タイトル、学校名、学年、氏名、自宅電話番号
を明記。縦書き。

図案（小学４～６年生）
＊四つ切画用紙
＊未発表のもの
＊一人一点
＊標語を必ず入れる
＊画用紙の裏に学校名、学年、氏名、自宅電話番
号を明記

提出期限 平成12年９月11日（月）
提 出 先 北陸農政局統計情報部企画情報課
問い合わせ・ご連絡先
北陸農政局金沢統計情報出張所　☎263－2161

月見のお茶会
秋の夜長、ここちよい夜風に、
すすきの囁きに誘われて、月の
あかりで一服いかが。
内灘町茶道協会では、歴史民
俗資料館隣の惜亭

せきてい

に於いて月見のお茶会をいたします。
広く町民のみなさまのご参加をお待ちしております。

日　時 平成12年９月10日（日）午後６時から
場　所 惜亭（内灘町歴史民俗資料館隣）
参加費 お菓子代等500円を当日ご持参ください。
※参加申し込み　平成12年８月31日（木）まで

問い合わせ・申し込み
生涯学習課（☎286－6716）
または内灘町茶道協会事務局（三野）☎238－9477
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募
　
　
　
　
集

内
灘
町
職
員
の
募
集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

消
防
職
（
大
学
卒
程
度
）

一
名

〃
　
（
高
校
卒
程
度
）

一
名

受
験
資
格
等

（１）
学
歴
・
年
齢
要
件

◎
大
学
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者

◎
高
校
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者

受
付
期
限

平
成
十
二
年
八
月
十
四
日
（
月
）
午
後
五
時

試
験
期
日
及
び
方
法

①
一
次
試
験
（
一
般
教
養
、
作
文
）
平
成
十
二
年
九
月
十
七
日
（
日
）

石
川
県
人
事
委
員
会
へ
委
託
し
ま
す
。

②
二
次
試
験
（
面
接
、
体
力
測
定
）
平
成
十
二
年
十
月
予
定

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
当
町
に
て
実
施
し
ま
す
。

採
用
時
期

平
成
十
三
年
四
月
一
日
予
定

応
募
手
続

内
灘
町
役
場
総
務
課
（
受
付
）
で
交
付
す
る
採
用
試
験
申
込
書
、
卒

業
（
見
込
）
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
を
添
え
て
受
付
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
不
可
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

内
灘
町
総
務
部
総
務
課
受
付
　
☎
２
８
６
―
６
７
２
１

平
成
十
二
年
度
　
国
家
公
務
員

入
国
警
備
官
採
用
試
験

試
験
日
程
・
試
験
種
目

問
い
合
わ
せ

人
事
院
中
部
事
務
局

☎
０
５
２
―
９
６
１
―
６
８
３
８

も
し
く
は
最
寄
り
の
地
方
入
国
管
理
局
へ
。

受付期間�

第１次試験�

第２次試験�

7月27日（木）～8月10日（木）（土曜日、日曜日は除く。）�
◎申込書の提出はできるだけ郵送にしてください。（8月10日消印有効）�

◎受付時間9時～17時�

�

　　  9 月24日（日）�
8：50（開始）～12：40（終了）�

教養試験（多岐選択式）�

作文試験�

人　   物　   試　   験�

身　   体　   検　   査�

身　   体　   測　   定�

体　   力　   検　   査�

�

10月11日（水）�

11月 9 日（木）�

（最終合格発表）�

　　 10月19日（木）�

　　 10月20日（金）�

実　　施　　日�

�

試　験　種　目� 合格発表日�

内
灘
町
職
員
の
給
与
状
況

人
件
費
の
状
況

平
成
十
一
年
度
普
通
会
計
（
一
般
会
計
の
ほ
か
、
地
域

下
水
道
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
特
別
会
計
の
純
計
）

の
歳
出
総
額
九
十
五
億
七
百
三
十
三
万
五
千
円
に
対
し
、

人
件
費
は
十
七
億
二
千
二
百
四
十
八
万
五
千
円
（
議
員
・

委
員
・
特
別
職
を
含
む
）
で
全
体
の
一
八
・
一
％
で
す
。

職
員
数
（
臨
時
職
除
く
）

平
成
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
、
一
般
行
政
職
百
九
十

二
人
・
技
能
労
務
職
十
四
人
の
計
二
百
六
人
で
す
。

職
員
の
平
均
給
料
月
額

平
成
十
二
年
四
月
現
在
の
一
般
行
政
職
の
平
均
給
料
月

額
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
国
家
公
務
員
の
給
料
を
百
と
し
て
比
較
す
る
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
は
、
九

十
・
七
の
給
料
水
準
で
す
。

職
員
手
当

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
相

当
す
る
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、

年
間
四
・
九
五
カ
月
分
で
、
国

の
支
給
割
合
と
同
じ
で
す
。

ま
た
、
扶
養
手
当
・
通
勤
手

当
・
住
居
手
当
・
時
間
外
勤
務

手
当
な
ど
も
国
と
同
じ
支
給
割

合
で
す
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
、
病
害
虫

防
除
作
業
や
伝
染
病
作
業
等
に

従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
が
あ
り
ま
す
。

退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
石

川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
に
加
入
し
て
お
り
、
国
と
同

じ
支
給
率
で
す
。

職員の平均給料月額（平成12年4月1日現在）

平均年齢
41歳2カ月

平均給料月額
308,216円

平均勤続年数
17年8カ月

一般行政職の初任給（平成12年4月1日現在）

区　分
内灘町
国

高校卒
141,900円
141,900円

大学卒
174,400円

189,000円（I 種）
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知
っ
得
情
報

「わたしの蓮如さん」�「わたしの蓮如さん」�

●お問合わせ先�

内灘町教育委員会  生涯学習課�
TEL（076）－286－6716　FAX（076）－286－6714

新屋英子独演�

鶉野昭彦脚本・演出�

しん  や　え い  こ�

う ず  の　あ き ひ こ �

日　時：8月26日（土）�
　　　　午後1時30分　開場�
　　　　午後2時　　　 開演�
開　場：内灘町町民ホール�
�
入場料：無料�

日　時：8月26日（土）�
　　　　午後1時30分　開場�
　　　　午後2時　　　 開演�
開　場：内灘町町民ホール�
　�
入場料：無料�
　　　　　　 （内灘町役場）�　　　　　　 （内灘町役場）�

主催：豊かな心を育む内灘町民会議�
　　　内灘町教育委員会�

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
姿見、和タンス（小さいもの）、電話機（FAX、子機付き）、
ベビーゲート、カラオケセット、
子供用自転車（男18インチ、女22、24インチ）、普通自転車、
原付バイク、ルームランナー（折りたたみ式）、ピアノ、
チャイルドシート、ベビーベッド、ベビー歩行器、
鶴ヶ丘小制服（男子－130、女子－140）、
大根布小制服（男子－130、140）、誠美幼稚園制服、
制帽、内灘中制服（女子夏ブラウス、Ｌサイズ）

◎登録できる品物
家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）
○希望者、提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介いたします。
○無料での提供のみお取扱いします。
○登録情報は毎月の広報または、役場庁舎内の掲示板にてご案内
します。

◇登録、問い合わせは
町民生活課　☎286－6701

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（7月27日まで受付分）

希望者� 提供者�交渉成立�

町民生活課�

紹介�

登
　
録�

登
　
録�

●譲ります（提供品）
子供用学習机、和タンス、下駄箱、事務用机（黒色、イス付）、DVボ
ード（ビデオデッキ等入る棚）、ハンガーラック（ランドセルも置ける棚）、
ドレッサー、食卓用木製イス、2層式洗濯機、犬小屋（プラスチック製）、
ルームウォーカー、マウンテンバイク、ピアニカ、エレクトーン、
室内用ブランコ、子供用木製ダイニングチェア、木製木馬、
子供用スチール製イス、マタニティ用ジャンパースカート、
オルゴールメリー（天井吊り下げ用）、
カラーテレビ（14インチ）

本
年
十
月
一
日
現
在
で
、

全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
、「
国

勢
調
査
員
証
」を
携
帯
し
た
国
勢
調
査
委
員
が
世
帯
を
訪
問
し
、

直
接
、
調
査
票
を
配
布
・
取
集
す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

国
勢
調
査
と
称
し
て
世
帯
の
家
族
構
成
や
会
社
の
従
業
員
の

氏
名
な
ど
を
電
話
で
照
会
す
る
「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
に
は
即
答
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や

電
話
番
号
な
ど
を
聞
き
、
内
灘
町
企
画
調
整
課

（
☎
２
８
６
―
１
１
１
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総務庁統計局　　内灘町
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み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

八
十
出

や

そ

で

知
寛
と
も
ひ
ろ

九
社
前

く
じ
ゃ
ま
え

直
生
な

お

菊き
く

池ち

優ゆ
う

香か

北
川
き
た
が
わ

汰だ
い

知ち

出で

嶋じ
ま

勇
介
ゆ
う
す
け

中な
か

佐さ

陽は
る

捺な

■
渕
か
た
ぶ
ち

智と
も

生き

笠か
さ

間ま

ひ
か
り

坂さ
か

野の

は
る

鶴
迫

つ
る
さ
こ

賢け
ん

人と

山
岸
や
ま
ぎ
し

義
幸
よ
し
ゆ
き

島
谷
し
ま
た
に

絵
里
香

え

り

か

島
谷
し
ま
た
に

瑠
実
佳

る

み

か

憲
克
・
広
美

大
清
台

秀
次
・
湖
由
樹

向
粟
崎
チ

龍
也
・
世
志
子

鶴
ヶ
丘
４

忠
善
・
由
佳
理

向
陽
台
１

克
也
・
美
由
紀

鶴
ヶ
丘
４

寿
・
有
香

大
清
台

繁
樹
・
麻
紀

大
根
布
７

津
与
志
・
美
和
子

西
荒
屋

達
哉
・
奈
美

大
根
布
１

伸
一
・
有
子

大
学
１

義
輝
・
由
美
子

鶴
ヶ
丘
４

武
志
・
裕
美

旭
ヶ
丘

武
志
・
裕
美

旭
ヶ
丘

戸
籍
の
窓
7
月
10
日
ま
で
の

届
出
分

蒲が
ば

野の

広
吉
こ
う
き
ち

鶴
ヶ
丘
５

41
才

小
見
お

み

信
一
の
ぶ
か
ず

向
粟
崎
４

75
才

中な
か

谷た
に

昭
し
ょ
う
二じ

鶴
ヶ
丘
３

72
才

金か
な

谷や

シ
ゲ

大
清
台

93
才

土
生
は

ぶ

久
き
ゅ
う
太た

郎ろ
う

向
粟
崎
１

85
才

�と
く

田だ

欣
一
き
ん
い
ち

宮
坂

70
才

八
十
出

や

そ

で

友と
も

子こ

大
根
布
１

67
才

虎と
ら

野の

も
ん

大
根
布
５

90
才

高
橋
た
か
は
し

ヒ
ナ

向
粟
崎
４

85
才

本ほ
ん

田だ

松ま
つ

子こ

向
粟
崎
３

69
才

夷い

藤と
う

豊と
よ

子こ

向
陽
台
１

74
才

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

曽そ

山や
ま

善よ
し

之ゆ
き

大
学
１

山や
ま

下し
た

真
砂
美

ま

さ

み

小
松
市

南み
な
み

啓
太
郎

け
い
た
ろ
う

大
清
台

能の

田だ

ま
ゆ
み

七
塚
町

中な
か

村む
ら

健け
ん

一い
ち

鶴
ヶ
丘
５

中な
か

谷た
に

仁ひ
と

美み

金
沢
市

津つ

幡ば
た

高た
か

義よ
し

西
荒
屋

舘た
ち

千ち

春は
る

西
荒
屋

大お
お

塚つ
か

誠
ま
こ
と

鶴
ヶ
丘
３

東ひ
が
し

美み

香か

西
荒
屋

中な
か

井い

智と
も

仁ひ
と

鶴
ヶ
丘
２

杉す
ぎ

浦う
ら

由ゆ

梨り

羽
咋
市

福ふ
く

島し
ま

健
一
郎

け
ん
い
ち
ろ
う

向
粟
崎
４
　

飯い
い

田だ

外
喜
子

と

き

こ

金
沢
市

松ま
つ

村む
ら

健け
ん

鶴
ヶ
丘
４

白し
ら

井い

春は
る

奈な

羽
咋
市

山や
ま

田だ

尚た
か

弘ひ
ろ

鶴
ヶ
丘
２
　

西に
し

川か
わ

供と
も

江え

金
沢
市

森も
り

野の

和か
ず

之ゆ
き

大
清
台

百も
も

�せ

麻
紀
子

ま

き

こ

群
馬
県

（（（（（（（（（（

８月の「はまなす大学」
日 時 ８月18日（金）13時30分～
場　所　文化会館３階視聴覚室

テーマ「老いることの意義について」

講　師　蓮徳寺
住職　藤島　学陵 氏

９月の「はまなす大学」
日 時 ９月４日（月）13時30分～
場　所　文化会館３階視聴覚室

テーマ「老いをみつめて」

講　師　子育て連絡協議会
推進委員　西野　和代 氏

今 月 の 納 税
納期限　８月31日（木）

○町・県民税（普通徴収）……第２期

○国民健康保険税………………第５期

み
ん
な
の
広
場

ボケ防止のため、健康クラブ、陶芸教室、新舞踊、
ちぎり絵…といろいろな事をして人生を謳歌してい
らっしゃるそうです。「京都から越して来てもう8年
になりますが、金沢は京都よりも文化のある都市だ
し、内�も住みやすい、ほんまにエエとこですなぁ」
とはんなりとした京都弁で話す北野さんでした。

北野 田鶴子さん
（千鳥台3丁目）

「おいし
いねー？

」�「うん！」�
「おいし

いねー？
」�「うん！」�
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広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係へ　☎286－6720

注意して�
ください！�

スプレー缶をそのままごみ収集に出すと�
大変危険です。必ず中身を使いきって、�
穴をあけて出してください。�
穴をあける時は、屋外で注意してあけて�
ください。�

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1,661
460
427
823
1,172
760
1,637
1,058
713
1,585
531
406
342
429
540
255
67

12,866
△9

1,740
544
458
895
1,167
789
1,698
1,114
750
1,600
506
664
349
463
550
294
67

13,648
3

3,401
1,004
885
1,718
2,339
1,549
3,335
2,172
1,463
3,185
1,037
1,070
691
892
1,090
549
134

26,514
△6

1,091
350
310
601
721
506
1,094
719
521
1,022
494
609
246
250
307
150
42

9,033
△6

内灘町字別人口世帯数統計 平成12年6月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

8月16日（水） 8月17日（木） 8月18日（金）

問い合わせ　町民部町民生活課　☎286－6701

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

8～9月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付

8/6
（日）

8/13
（日）

8/20
（日）

8/27
（日）

9/3
（日）

病 院 名 住　　　所 T E L

舘小児科クリニック

保志場医院（産婦・内・小）

カセノ内科医院

山田耳鼻咽喉科医院

中田内科病院

元谷医院（外・内）

土島整形外科医院

河北中央病院（内）

さかわ整形外科医院

沖野クリニック（小・内）

内灘町大根布7-65

高松町高松ノ90甲

七塚町木津ニ140-4

津幡町津幡ロ5-10

宇ノ気町内日角6丁目35－1

高松町高松ム68

内灘町旭ヶ丘148

津幡町津幡ロ51－2

津幡町横浜ヘ35－3

高松町高松ノ1の9

286-1231

281-0069

285-0008

288-2084

286-1121

281-0691

238-4858

289-2117

289-2434

281-0500

ゴミ収集カレンダー
1.もえるゴミ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないゴミと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないゴミ（埋立ゴミ） 資源物（リサイクルできるもの）

8月

12

〃

〃

〃

11

〃

〃

〃

4

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

9月

9

〃

〃

〃

8

〃

〃

〃

1

〃

〃

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

9月

〃

〃

〃

15
19：00～20：00

15
19：30～20：30

21
19：00～20：00

21
20：00～21：00

21
19：00～20：00

21
18：00～19：00

29
6：30～7：30

28
19：00～20：00

24
8：00～9：00

29
8：00～9：00

29
19：00～20：00

29
18：30～19：30

29
19：00～20：00

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
11：00～12：00

8月

〃

〃

〃

18
19：00～20：00

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

17
18：00～19：00

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

20
8：00～9：00

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
11：00～12：00

◆
夏
真
っ
盛
り
で
す
。
暑
い
で
す
ね
〜
。
地
球

の
温
暖
化
な
ど
で
年
間
平
均
気
温
も
軒
並
み
上

昇
し
て
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
で
紫
外
線

量
も
近
年
で
は
ば
か
に
で
き
ま
せ
ん
。
皮
膚
ガ

ン
の
発
生
率
も
一
、
二
年
の
間
に
七
倍
だ
そ
う
で
す
。
毎
日
取
材
で
外
を

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
身
に
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
◆
外
国
の
方
に
、

盆
踊
り
の
由
来
の
説
明
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で

す
か
？
盆
に
祖
霊
を
お
迎
え
し
て
、
一
定
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
ま
た
帰
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
祖
霊
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
悪
霊
、

無
縁
霊
に
も
す
ん
な
り
と
帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
諸
霊
を
踊
り
の
中

に
誘
い
こ
ん
で
楽
し
く
踊
り
な
が
ら
夜
明
け
に
村
境
ま
で
連
れ
て
行
き
、

異
国
へ
と
送
り
返
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
◆
声
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
取
材
し
た
折
、
広
報
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
る
側
で
な
く

読
み
手
の
不
満
や
ご
指
摘
は
広

報
担
当
者
の
栄
養
剤
で
あ
り
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
気
づ
い
た

こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ね
。

７月号15頁の「知っ得情報」コーナーにおいて、
お問い合わせ先である町民生活課の電話番号に
誤りがありました。正しくは、286－6701です。
ここにお詫びして訂正いたします。

お詫び


